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一

っ
き
十
円
(
注
射
当
日
徴
収
し

一
ム
応
募
資
柄
長
崎
県
内
に
住
所

一

J

r

ま
ず
)

一を
有
ず
る
者
の
子
山
の
う
ち
、
長

一

な

大

村

公

悶

は

o
市
民
の
い
こ
い
の

m
r

一

一

一

(
大
村
一
本
音
保
他
州
)
崎
県
内
の
高
等
学
校
を
草
黙
し
て
一

巾

刈

川

所

。
と
し
て
、
川
和
三
十
一
作
皮
か
ら
土

一

一

品

一

五

カ

年

計

山

で
判
読
さ
れ
て
い
ま
寸
o

一
一

中

高

層

住

宅

一大
学
に
入
学
し
、
学
術
向
秀
、
品

吋
一
日
…
昨
年
度
ま
で
に
、
遊
歩
路
や
熱
借
地
物

一一
一

建

設

に

融

資

一行
方
正
で
あ
り
、
経
済
的
に
大
学

引

決

一

岡

、
玖
日
山
崎
突
附
に
遊
剛
一
地
が
つ
く
ら
一
県
で
は
昭
和
三
十
五
年
度
の
中

一進
学
が
困
難
な
者

じ
一
れ
る
な
ど
百
;
一
新
し
て
い
ま
す
。

一了

高
田
住
宅
建
設
資
金
融
資
(
住
宅
一ム

義

亘

者

は

市
教
育
委
員

齢

…

昨

年

度

か
ら
、
は
ず
池
が
き
れ
い
に
一
金
融
公
庫
か
ら
の
)
希
望
者
義
一
会
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

崎

明

月

一
J
A

」
れ
て
お
り
、
す
で
に
海
岸
か
ら
行
二
一
一
べ
て
い
ま
す
。
希
望
は
一
ニ
月
三

(
申
込
古
類
は
警
委
員
会
に
あ

一一

拐

…
十
メ
ー
ト
ル
の
附
き
ょ
を
つ
く
り
海
水
一
一
十
五
日
ま
で
に
星
雲
へ
巾
し

一り
ま
す
)

岬
吻
h

を
入
れ
、
現
在
は
池
の
巾
央
に
雲
つ
一
一
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一ム
奨
学
金
は
一
人
月
額
五
百
で

の

く
り
、
と
れ
に
警
か
り
て
い
ま
す
。

一
一
な
お
、
乙

の

翻

意

義

確
定

一す。

(お
育
委
員
会
庶
務
課
)

幽

い

乙
と
し
の
花
見
も
、
間
近
か
で
す
が
一
前
の
希
望
調
貨
で
、
予
算
確
定
後

一
巡

同

職

業

相

談

~
}
」
山
桜
の
花
が
咲
く
乙
ろ
ま
で
に
は
、
み
な
一
一
は
そ
の
ま
ま
本
申
請
に
切
換
え
ら

一

8
日
か
ら
各
地
区
で

所
得
税
の
催
定
申
告
の
納
税
却
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
塑
委
員
を
通
じ
て
送
り
ま
し
た
の
で
ム
実
施
事
項

v

授
、
川
さ
ん
に
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
楽
し
ん
で
い
た
一
一

れ
る
公
算
が
多
い
の
で
、
誌
を

一

大
村
安
定
所
で
は
つ
ぎ
の
日
程

が
二
月
二
十
六
日
か
ら
は
じ
ま
一
限
内
に
申
告
と
納
税
さ
て
お
き
一

ゴ
河
十
五
日
ま
で
に
も
れ
な
く

税

該

当

児

附

一

ん

は

汎

…
だ
く
習
場
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
一
一
も
っ
て
お
ら
れ
る
向
は
こ
の
際
川

一で
遠
隔
地
の
話
題
話
芸
行

っ
て
お
り
ま
す
。
納
脱
見
込
み
の
一
ま
し
ょ
う
。

一

務

課

、

ま
た
ま
出
強
所
へ
申
告
書
一

一
日
メ
年
〉
出

生

児

吋

愉
悦

じ

一

さ
ら
い
L
市
外
か
ら
桜
を
た
ず
ね
あ
お
一

一し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
否
詐
三
ー
ま
す
の
で
、

一芸

安
定
所
を

か
た
こ
は
、
す
で
に
税
務
署
か
ら
一
相
談
日
の
大
村
、
西
大
村
地
区
一
を
出
し
て
く

だ

さ

い

。

一

⑨

無

料

前

十

〔

身

長

、

休

恥

ん

…

容
さ
ん
に
あ
、
親
し
ま
れ
、
大
い
に
矧
ι

一

の
受
付
は
四
月
二
十
七
日
よ
ハ
月
一郎
で
き
な
い
か
た
は
、
山
以

申
告
川
紙
や
説
明
言
ど
が
発
送
一
は
一
一
一
月
二
日

五

d
お
よ
び
十
二
一

な
お
、
不
明
の
点
に
つ
い
て
は
一
重
、
問
、
問

、

問

測

定

一
。

さ

…
光
大
村
の
名
を
発
抑
ず
る
乙
と
に
な
る
一
一

一一一
一

十

日

)

干

り

の
市
出
張
折
に
お
い
で
く
だ

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
指
定
ほ
と
円
(
午
前
九
時
一一一斉

t
午
後
五
石
義
ま
た
は
出
張
所
へ
お
た
ず
一
お
よ
び
全
身
検
診
〕

「

な

…
で
し
ょ
う
。

一一

日
居
住
宅
在
日
鉄
筋
コ
ン
子
い
。
な
お
と
く
じ
佼
践

は
相
誌
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。一

時

)

意
地
区
は
a

言
百
大
村
一
ね
く
だ
さ
い
。
税
務
課
)
否
育
児
相
官

fr

L

与

山

り

っ
ぱ
な
わ
た
し
た
ち
の
公
闘
で
す
一
一

一ク
リ
l
ト
泊
り
一ニ
盤
以
上
で
、

一首
の
か
た
は
も
れ
な
く
と
の
雲

一

一

一

川
戸
、

一

之

…

~

-

一住
宅
部
分
の
面
積
が
建
物
の
面
積
一

i

確
定
申
告
の
締
切
日
は
三
月
十
一
商
工
会
議
所
で
、
竹
松
地
区
は
三

一

一

@
審
五
ω結
果

優

良

児

、

努

力

児

九

し

と
、

4

か
ら
樹
木
や
施
設
は
、
か
わ
い
が
っ
て

三

一

を

剤

一

周

さ

れ

る

よ

う

お

ヲ

す

め

し

五
日
で
す
。
期
山
ま
で
に
申
告
し
子
十
H
竹
松
出
張
所
で
、
行
な
わ
一
乳
幼

児

の
無

料

検

診

一
を
選
考
し

て

表

彰

し

ま

す

。

勝

…

v…汎

育
て
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

(迎
撃
二
の
二
分
の
一
以
上
あ
る
も
の
〕
一
ま
す
。

な
い
と

整

除
や
保
険
料
控
除
一
れ
ま
す
。

一
市
で
は
昭
和
-
一一
十
四
年
度
目
一

乳

幼

児

審

査

会

日

割

認

m
l
i
-
-
l
i
l
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」

一

(
建
設
課
)

一ム
三
月
八
日
午
前
十
時

H
S

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
控
除
が
原
則
一
菜
、
ほ
か
の
地
区
は
二
月
末
一
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
育
児
相
談
、
了
月

M
日

浦

地

区

一

'

;

f

j

一
く
わ
し
い
こ
と

は

茶

室

生

産

業

労

働

者

住

宅

の

一

張
所
お
よ
び
質
問
書

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
う
え
に
、
一
で
す
ん
で
お
り
ま
す
。
(
税
務
課
)
豆
、
異
常
の
崩
発
見
の
た
め
一

一一
昨

互

い

ま

土

宅

生

し

易

、

手

明

石

3ま
た
は
山
禁
へ
間
合

一
建

設

資

金

借

入

調

査

一今
月
九
日
午
前
十
時
打
松
原
山

無
申
告
別
震
が
課
さ
れ
ま
す
。
一

市

民

税

の

個

人

申

告

一つ
ぎ
の
要
領
で
無
料
乳
幼
児
他
康
一
日
日

鈴
凶
地
区
鈴
回
出
所

一

i
-
7
1一
去

し

H
1

一
せ
て
く
だ
さ
い
O

(

盟

議

)

す

げ

は

坦

一十

吾

川

主

張

所

日

十

倍

M
M
M
M明
日

昭

和

三
十
五
年
度

市

民

税

個

人

一

時

間

開

竹

村

日

十

一

日

野

即

日

川

町

川

一

火

の

取

り

扱

い

は

慎

重

に

一

豚

コ

レ

ラ

の

注

射

一

時

配

れ

リ

リ

幻

入

一

ム

ヒ

引

い

一

日

日

間

耐

と
利
子
税
や
延
滞
加
算
税
を
納
め
一
申
告
書
埜
一
月
末
に
各
町
務
連
絡
一
さ
い
。

一
回
目
松
原
地
区
松
原
公
民
館
一

-i
i
E一

二
日
一
十
九
旦
消
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
一

サ

イ

レ

ン

吹
鳴
一
大
村
家
畜
保
健
衛
住
所
で
は
春
一
希
望
の
か
た
は
三
月
十
日
ま
で
一
張
所

sssssssssssssss

一
紅
白
大
村
、
西
大
村
、
竹
松
地

一
一
憲

一

か
ら
一
一
一
月
十
三
日一
が
、
こ
れ
は
発
見
が
き
初
期
防
一
一
ニ
月
七
日
か
ら
土
一
百
ま
で
午
一
の
豚
コ
レ
ラ
定
期
予
防
注
射
を
つ
一
県
建
築
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
一

調

理

士

の

試

験

A3止
子
詮
D
芝

ム

〉

一
記
名
者
本
人
に
支
給
さ
れ
る

手

一

区

市
立
病
院
一

一
謹
一

ま
で
全
問
一
斉
に

一
火
に
蝉
め
ら
れ
た
結
果
で
す
。
原
一

後
八
時
に
サ
イ
レ
ン
査
一一
十
秒
連
一

ぎ
の
日
程
で
行
な
い
ま
す

(3月上旬号〕

砂

牛
の
移
動
禁
止
解
除

さ
き
に
、
県
告
示
に
よ
り
牛
の

炭
山
一病
ま
ん
え
ん
防
止
の
た
め
の

移
動
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

た
以
被
杵
川
波
佐
見
町
上
永
尾
お

よ
ひ
下
永
尾
部
落
は
ニ
パ
イ
九
日

付
で
解
除
さ
れ
ま
し
た。

発行所

長的県大村fli250番地

大村市役所

印J，r:ij所合間 印刷

定filli一部五円

れ
/

〆

y

L
トハ
¥
“

日
日
ま
て
に
お
忘
れ
な
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所

得

税
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市

民

税
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身
体
障
害
者
福
祉
展

身
体
障
害
者
福
祉
展
が
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
製
作
品
を
山
品
し
た
い
か
た
は
福
祉
事
務
所
へ
申
し
山
て
J
¥

だ
さ
い
。

A
東
京
会
場
凶
月
二
十
六
日
か
ら
有
月
一
円
ま
で

ム
大
阪
会
助
六
月
四
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で

(
福
祉
事
務
所
)



三
月
二
十
日
ま
て
回
定
予
注
課
税
台
帳
を
お
見
せ
し
ま
す
。

一
は
か
っ
て
い
ま
す
。
乙
の
緑
化
の

一た
め
九
州
各
市
が
協
力
す
る
こ
と

一
よ
な
り
、
大
村
市
か
ら
は
市
営
農

一場
で
育
て
て
い
る
、
つ
つ
じ
直
木

街
の
大
半
を
叫
失
し
ま
し
た
の
で一
百
五
十
本
を
二
月
二
十
二
日
長
崎

戦
後
そ
の
復
旧
に
つ
と
め
、
現
在
一
一
川
円
か
ら
送
り
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
復
興
し
て
、
街
路
樹
や
一一

(

股
林
謀
)

公
園
の
整
備
な
ど
都
市
の
緑
化
を
一

(二)

…
緑
の
羽
根
募
金
は
じ
ま
る

…

(第239号)

三
月
は
緑
の
月
間
と
し
て
全
国

一
斉
に
緑
化
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
と
く
に
一

日
か
ら
一

週
間

。
緑
の
週
間
。
と
な
っ
て
お
り
、

あ
わ
せ
て
。
緑
の
羽
根
募
金
。
が

は
じ
め
ら
れ
ま
す
。
乙
の
募
金
は

森
林
質
源
を
掴
や
し
環
境
を
緑
化

す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
、
乙
の
趣
旨
を
よ
く

理
解
さ
れ
募
金
や
植
樹
に
ど
協
力

く
だ
さ
い。

ま
た
皇
孫
殿
下
の
ご
誕
生
記
念

植
樹
を
一
般
家
庭
、職
場
.学
校
な

ど
で
も
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

環
境
を
緑
化
し
た
い
も
の
で
す
。

(
農
桃
謀
)

りよアご

那
覇
市
の
緑
化
へ

つ
つ
じ
苗
を
寄
贈

政

沖
縄
那
副
市
は
戦
災
に
よ
り
市

市村大(毎月1日，10日，20日発行)昭和35年3月l日
(昭和33年4月22日第三種郵便物認可)

家、

土
地

(写真は選別を終り荷造 りしているつつじ苗木)

昨
年
九
月
十
五
日

現
在
で
調
製
し
た
基

本
選
挙
人
名
簿
は
、

同
年
十
二
月
二
十
日

確
定
い
た
し
ま
し
た

が
、
登
録
人
員
数

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す。
な
お
、
こ
の
名
柑

は
昨
年
十
二
月
二
十

日
か
ら
今
年
の
十
二

月
十
九
日
ま
で
の
一

年
間
に
行
な
わ
れ
る
公
臓
の
選
挙

に
使
用
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
乙
の
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
お
れ
ば
、
資
楢
が
欠
け
な

い
限
り
、

今
年
十
二
月
十
九
日
ま

で
に
行
な
わ
れ
る
選
挙
に
お
い
て

投
票
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

(
選
挙
管
理
委
員
会
)

償
却
資
産
な
ど
を
お
も
ち
の
か
た
は
税
務
課
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

基本選挙人名簿登録人員数 (34.12.20確定)

車匹 I f 定 ;)t -~~~j9r 名
差引確定金録人員数

一一一一 一一一一 一一一一

見 :ム
ーー 斗一 一一 ー

1 市立三浦小学校 231 2~ 1 ~ 02 

2 鈴日]tIJ ~長所 688 795 1.481 

3 r!J立大村'J、学校 1 386 1.773 3.159 

4 &: i9r 1. 412 1.792 3.204 
5 中央 公民館 1. 162 1.3G8 2.530 

6 iHSL東大村小学校 217 219 436 

7 辻町 l町倣相I1'~t 1 126 1.321 2447 

8 rlJ .îL !回大村 ~! I学 hよ 1.1<19 1. 2，0 2 419 
9 凶大村 出張所 2.099 980 3.0i9 

10 iTlN訪公民館 1.436 1.6S;9 3.135 

11 竹松子供の家 1.735 1.273 3.008 

12 市立竹松Y;JJ稚園 915 1.030 1.945 

13 市立萱糊'J学校 578 626 1.204 

14 市立黒木小学校 277 286 563 

15 福重出張所 匂61 950 1.811 

16 i!i立訟原小学校 869 D89 1.858 

17 今村公民館 233 285 518 
一 一一 一 一 一 山一 一一一一ー

ρじ斗、 16.374 16.927 33.301 

溝
蓋
は
道
路
の
う
ち

車
は
歩
道
に
お
か
な
い
よ
う

に

職
場
で
は
親
切
に
教
え
る

新

就

職

者

は

し

っ

か

り

し

た

心

構

え

で

い
よ
い
よ
卒
業
朗
で
す
。
工
場

事
業
場
に
採
用
さ
れ
た
新
人
た
ち

は
、
四
局
か
ら
は
じ
め
て
職
場
に

つ
く
希
望
に
胸
を
お
ど
ら
せ
て
い

ま
す
。

し
か
レ
就
職
し
て
み
て
希
望
に

陰
を
落
す
よ
う
な
事
柄
に
会
い
、

出
ば
な
を
く
じ
か
れ
、
職
場
か
ら

脱
格
し
て
ゆ
く
人
が
あ
り
ま
す
。

就
職
後
の
短
期
間
が
い
ち
ば
ん
職

場
を
離
れ
る
率
が
高
い
乙
と
が
闇
訳

書
き
し
て
い
ま
す
。

そ
乙
で
新
人
が
希
望
を
も
っ
て

喜
ん
で
働
い
て
も
ら
う
た
め
に、

新
人
を
迎
え
る
職
場
、
新
就
職
者

家
族
の
人
た
ち
は
つ
ぎ
の
よ
う
な

乙
と
に
気
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

交
入
れ
州
で
は
す
ぐ
職
場
に
出

し
て
、
そ
の
場
当
り
の
指
場
を

さ
け
て
、
一
定
の
訓
練
期
間
を

準
備
し
て
指
導
の
段
取
り
を
立

乳
牛
の
体
格
審
査

本
季
乳
牛
高
等
登
録
体
ω
納
容
資
が
本
年
も
五
月
に
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
逐
年
受
検
山
数
が
地
加
し
て
お
り
、
審
査
日
程
の
計
画
な
ど
を
県
へ
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

受
検
希
望
者
は
き
た
る
一一一
月
五
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

o

t
、。
、
計
悶
樹
立
後
巾
し
込
ん
だ
場
合
は
審
査
か
ら
除
か
れ
る
と
と
が
あ
り
ま
す
。
品
目
林
課
)

火
災
の

お
知
ら
せ
は
消
防
本
部
へ

(
電
話

O
番
)

部側
一一一
両
側
室

m
g
g
m附
信
仰
……民一川川一
三日
山
mI5m
m
vE山明
一面川

ohha制
作
品
川
一一吉
川柳
誌
面
一
早
稲
川
辺
尚
早
品
製
一
面
一奈
川川
一一町一
附則一~日前出一山川県内一一附剛一一一…一附附
………~一州側
一一一一一
附則
草
川
翌
一
一
川
川
コ一一目

一辺
川川
忠一一削川
口一一一
川川
広三

mm一
UA

U

大
村
市
の
伝
染
病
と
く
に
赤

レ
ゾ
l
ル
)
に
よ
る
手
洗
い
が
り

一
O
O
円
程
度
で
す
。
毎
日
隔
離
さ
れ
ま
す
。
家
族
は
市
保

①
市
立
伝
染
病
棟
以
外
の
病

た
だ
し
、
他
の
病
院
で
伝
削
除

一一一

山
痢
の
発
生
状
況
は
、
別
表
の
と

完
全
消
毒
が
で
き
安
全
で
す
。
取
り
か
え
て
一
世
帯
五
月
は
険
衛
生
課
、
保
健
所
の
係
員
の
院
で
入
院
治
療
を
受
け
た
場
合
病
と
診
断
さ
れ
、
患
者
の
症
状

釦

沼
お
り
、

夏
季
の
み
に
眠
ら
ず
冬
水
洗
い
で
も
よ
ろ
し
い
が
石
け
使
わ
れ
ま
す
。
)
指
示
に
従
い
、
消
毒
な
ど
の
予
は
伝
染
病
予
防
法
の
適
用
が
あ
が
重
く
て
絶
対
安
静
を
嬰
し
、
劃

一一一

季
で
も
年
申
告
地
区
で
散
発
レ

ん
を
使
用
し
た
万
が
効

果

的

で

@

水
洗
い
の
場
合
は
流
下
式
防
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
入
院
市
立
伝
染
病
棟
ヘ
移
す
乙
と
が

四

回

て
お
り
ま
す
。
ま
た
表
に
あ
ら
ず
。

手
洗
器
か
水
道
住
で
水
を
流
し
②
伝
染
病
槻
に
隔
離
さ
れ
た
に
援
す
る
い
ろ
い
ろ
の
諸
費
用
困
難
な
場
合
な
ど
、
特
別
の
理
一
一一

断
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

一
部
落
か

@
用
便
投
の
手
洗
い

@
食
事
な
が
ら
洗
う
よ
う
に
し
ま
す
。
場
合
の
入
院
費
用
は
大
体
つ
ぎ

の
公
費
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
か
由
が
あ
る
場
合
は
市
保
険
衛
生

日

畑

ら
一
名
の
赤
痢
患
者
が
発
生
し
前
の
手
配
い

@
外
出
か
ら
帰

@
手
洗
い
鉢
な
ど
の
溜
り
水

の
と
お
り
で
す
。
ら
金
額
患
者
が
負
担
し
な
け
れ
課
ヘ
届
け
て
指
示
を
受
け
る
よ

郡

一
一
た
場
合
、
そ
の
家
族
ま
た
は
周

っ
た
時
の
手
洗
い

@
食
品
を
で
の
手
洗
い
は
、
か
え
っ
て
菌

川
入
院
料
は
一市
民
の
場
合
は
ば
な
り
ま
せ
ん
。

う

に

し

て

く

だ

さ
い
o

M

E

辺
の
健
康
な
人
を
検
便
し
ま
す

蚊
う
と
き
の
手
洗
い
、
を
幼
児

を
ば
ら
ま
く
と
と
に
な
り
ま
す
公
費
負
担
で
す
か
ら
無
料
で
す

1
l
l引
l
i
l
1
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
オ

即
と
、

数

名

の

赤

痢

保

菌

者

が

出

法

一

同

雌

r
o日打
ω
2
2
0加
問
一
一
一

創
る
と
い

っ
た
状
況
で
す
。

'
N
V

ご」
'J
b
p
h
川
市
ま
ち
ト
巳

笹
川
「
!
l
i
l
i-
-
li
z

と
の
よ
う
に
菌
の
伝
染
が
早

ゐ

令

ザ

L
ふて
j
n切
回
付

n
b
k
V
2川
M
3

)
一変

一
0

3

0

7

;

2

6

5

1

0

8

7

Z

叩
く
、

恐
ろ
し
い
も
の
と
い
う
と

J

:

J

J

'

!

諸

問

一間
一

2

3

1

1

1

1

口二

台
諮
問
心
配
続
長

手
洗
い
ぞ
日
課
の
一
つ
に
府
可

H
U引
引
引

U
Uト一一

山
活
に
お
い
て
ち
ょ

っ
と
し
た
衛

痢

一

三口
一

2
一
~

明

生
的
な
心
が
ま
え
に
よ
っ
て
、

も
お
と
な
も
毎
日
の
生
活
様
式

の
で
、
流
下
式
手
洗
器
に
取
り

同
給
食
料
は
材
料
費
の
実
質

必

訂

パ

パ

川

川

川

パ

パ

パ

パ

パ

川

川

川

一

-
j

一

1
1
1
t
4
;
t
f
t
t
(
t
E
L
-
z
-

一一一

菌
の
感
染
を
防
ぐ
と
と
が
で
き
に
と
り
入
れ
て、

手
洗
い
を
し

替
え
て
く
だ
さ
い。

(現
在
一
日
百
二
十
円
)
だ
け

湘
一

閣

一

2

2

1

1

9

一
山

田

ま
す
の
で
、

つ
ぎ
の
と
と
を
早
な
け
れ
ば
気
持
が
悪
い
よ
う

に

を

恩

者
が
負
担
す
る
と
と
に
な

ほ

円
い
下

1
11
1
1
1
I
lli
t
-
-
I
l
-
-一
一

肌

速
実
行
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
習
良
づ
7
る
よ
う
こ
突
ぺ

二

一
伝

染

病

に

J
ま
す
O

(

市
E
一三
、
病
棟
人

一
撒

一
3

8

3

7

幻

位

口

M

お

4

2

4

M

一
釦

t

ι
O
Jv
r
し
ア

一
か

か

っ

た

場

合

l

y

{

必

-

病
一

樹一

一
rc

t

2

7

2

区

U

U

2

4

4

4

山
一

間
周
囲
か
ら
赤
痢
を
追
放
し
ま
し
ま
し
J

う

ー

l

i
-

-

外
の
病
院
で
は
伝
染
病
に
限
ら

染
一

法

一

一
-

川

し

よ

う

。

手

洗

い

の
方
法
日
ク

レ

ゾ

①

不

幸
に
し
て
伝
染
病
と
診
ず
一

日
二
百
円
で
す
)

伝

有

斗

1
11
1川
J
リ
イ
J
1
1
|一
日

一

|
ル
語
一
一
の
む
き
は
市
保
険
衛
断
さ
れ
た
易
合
は
ま
ん
延
防
止

付
諜
治
山
勺
遺
書
出
恨
の
負

定
一
舟
[
一
2

3

4

5

6

7

8
c
u
山

口

口

1

計

一一一一

一

手

紅

か

な

予

防

法

一

正

号

室

で

あ

っ
せ
ん
し
ま
の
た
め
、
伝
染
病
予
防
法
に
基
担
能
力
に
応
山
宍
殺
を
負
ね
レ

法

応

(
l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-一一一

劃

手

洗

い

の

励

行

H
山県剤
(ク
す
。
(
現
在
五

0
0グ
ラ
ム
入

づ
き
思
者
は
市
立
伝
染
病
棟
に
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
如

M
年

2
月

t
泊
年

1
月

(
保
険
衛
生
課
)
一
一一

昨

一一一一一間一一一一郎
一一一
一一山
一一一一一
川山
一一一一一
川
県
一一一
山
口一一一山
一一一
一一川川
一一一一一川出一一
一山
一一一一一
山
一一一一一山
一一一一一
川川
一一一一
同

一一一一一
四
一一一口
川
m一一一
一川川辺一一

mm一一一日
間
一
注
目
一
山
一
出
一
面
禁
邸
主
出
一割一一
目

…………
山
提
出
雲
由
市
川
市
市
川
…
奈
川
盟
国
一
諮
問
辺
氏…

戸外
締 出
りの
をと
完き
全は
， iこ、 i

解て沢
とわお 山日
良たり の毎
識しま 人に
にたず命増
よ ち。 やえ
つ は 、る
て 、 l材 交
、お産 i直
交互 が事
通い 伏;故
ぴ〉 αコ オコて了
流理れ

通 すをれ
基首。 l出力t
はは ぐ 円
同 Jムよ滑
毎く うに
tこ liF こし1
t曽ら I 

え な γ て
て:し/こ
し1 の し1 交
ま に も通
す 、 の事
。交 で故

ほ)にが留無う 乙道
道移注意お理よ狭と路
i搭し意す 互 なういはが
にま し る い ζ じ j草 f邑拶f
l占しあとにとすを険 い
告I-Uょ っ とつでるでな の
、弓てもぎは こき乙に
|娘 、、にのあと る と I埠
列 菌 、よ りは |掛で害
ち隣 うま 、りす 物

日 に、なせ伏広。を
盟 実 近 点 んしく 置
な行所に。て使 く

⑦ ⑤@  @ ③②  
(さを歩さき道なし 自 事る 道自など看い置て瀞拝客だど
大い嵐道 い を路いた動をだ に動い 登板 。くパ 蓋輩さを
村。かに。しょより車すけと車よ設 、 のイのはい出
掛 な 自 なでう、なま 、めやうけ広 にク上道。 さ
察 い転 い荷に駐どせ左て 、にて告 杓ゃ に 路 な
岩 よ 車 ょ っ し 車をて 焔iおりし 交 、 用 、はで い
うや うくて 場 道く仁三ヤて 通旗 し自道す よ

市 にパ にりく代 路 だ寄場カ く の 、 ナ転路。 三
躍 しイ し、だり上さを合 lだ妨 の 」車 に が
設 てク て荷さ ににい草はなさ 害 ぼ くを併 じ
課 くな くほ い使放 。くでどいをり だ 一 行
) だど だど 。お置 用きを 。し な さ 時し く

有権者数 33.30I人

寸
川
川
パ
川

j
i
l
lJ

組
元
を
少
し
離
し
で
じ
ゅ
う

日

ん

一
農

事

メ

モ

一

υ
k

《

「
げ
川
一
一γ
j
l
j
{

五
ん
蚊
草
を
し
て
、
苗
に
は
V

い
〔
柑
橘
〕

わ
ら
の
ト
ピ
を
鴻
く
か
け
て

い

地
付

U
一
年
生
苗
は
砧
木

お
き
ま
す
。

川

九

(だ
い
木
)
か
ら
三
十
セ
ン

別
定
H
成
木
の
密
他
国
は
れ

~
チ
内
外
の
充
実
し
た
芽
の
所
別
定
に
さ
き
が
け
、
間
伐
計
V

バ
ま
で
切
り
返
え
し
ま
す
。
画
を
ぜ
ひ
た
て
ま
し
ょ
う
。

〈

~
盲
芽

(
葉
柄
の
も
と
に
芽
が
不
作
年
(
樹
)
の
明
定
は
密
~

(
な
い
)
が
あ
り
ま
す
の
で
注

生
校
あ
る
い
は
、

交
錯
枝
の

~

~
意
し
ま
し
ょ
う
。

間
引
一判
定
を
主
体
と
し
て
細

ル

ヘ
粘
土
で
栂
を
固
め
た
も
の
は
部
開
定
は
極
力
避
け、

結
果

、

γ

土
を
よ
く
洗
い
落
し、

恨
は
母
肢
を
残
し
ま
す
。
盤
作
年
イ

~
自
然
の
ま
ま
四
万
に
拡
げ
、

(
樹
)
は
結
果
母
校
に
お
お
山

)
細
か
い
土
を
手
で
よ
く
詰
め
わ
れ
て
お
り
ま
ず
か
ら
闘
引

~

へ
そ
の
後
に
泌
水
し
ま
す
。

一刻
定
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
~

ヤ
深
楠
え
に
な
ら
な
い
乙
と
も
の
結
果
制
限
を
す
イ
と
と
も

)

心
大
切
で
す
(
接
木
部
が
ち
ょ
必
要
で
す
が
、
切
り
込
み
羽
山

「

っ
と
出
る
程
度
)
ま
た
苗
に
定
を
主
体
に
実
施
し
ま
し
ょ

ゾ

ハ
は
竹
の
支
柱
を
添
え
て
立
て
う
。

J

V

て
結
束
し
ま
す
。

(

県

農

業
改
良
普
及
所
)

V

一
方
新
し
く
入
る
人
た
ち
は
一

観
光
ゴ
ル
フ
株
式
会
社

二
十

ま
ず
し
っ
か
り
し
た
心
構
え
を
一
五
才
ま
で
の
独
身
女
子

持
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
学
一
繊
維
関
係

(締
切
三
月
中
旬
)

園
か
ら
出
た
人
に
は
社
会
の
風
一

ム
織
布
工
(
県
列
)
女
二
十
二
才

は
や
は
り
き
び
し
い
も
の
が
あ
一
ま
で

り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
地
に
つ
一

ム
製
網
工
(化
繊
、

節
な
し
漁
網

い
た
気
持
で
な
い
と
、
誘
惑
に一

の
製
造
、
広
島
県
)
女
二
十
才

一

負
け
て
失
敗
す
る
と
と
が
あ
り
一
ま
で

て
系
統
立
っ
て
親
切
に
作
業
知

一

ま
ず
。

一
製
陶
関
係

(締
切
三
月
中
旬
)

識
を
教
え
乙
む
こ
と
が
新
人
三
な
お
、
作
業
や
労
動
条
降
、
一

ム
タ
イ
ル
製
造
工
女
二
十
才
ま

仕
立
て
る
早
道
で
す
。
(
商
庖

一

(

J

一
で
(
阪
阜
県
)

一

そ
の
他
が
採
用
の
時
と
違
う

r
一

等
の
小
人
数
保
用
に
は
商
庖
会

一

一
電
気
関
係

(
締
切
三
月
末
)

リ
一

は
、
麗
主
か
地
元
の
安
定
所
に一

等
が
音
頭
を
と
っ
て
合
同
で
司
一

一ム
電
工
見
習

男
十
六

t
二
十
才

一

相
談
し
て
改
善
し
て
貰
い
頑
張
一

練
を
す
る
合
理
的
万
法
が
各
地

一

一
(
愛
知
県
)

一

り
ま
し

ょ

う

。

一

で
係
用
さ
れ
、
効
果
を
あ
げ
て
一

一
土
木
関
係

(
至
急
)

一

ま
た
、
子
弟
を
職
場
に
お
く
一

い
ま
す
)

一

一ム
土
工
男
四
十
五
才
ま
で

一

る
家
庭
の
人
た
ち
も
精
神
的
な
一

つ
ぎ
に
問
題
と
し
て
い
ち
ば

一

一

(兵
庫
県
)

一

慰
安
激
励
を
し
て
や
っ
て
い
た
一

ん

大

き

い

の

は

、

採

用

す

る

時

一

一

炭
鉱
関
係

(
締
切
三
月
十
日
)

一

だ
き
た
い
も
の
で
す
。
一

に
示
し
た
労
働
条
伴
は
完
全
こ

一

一ム
採
炭
大
男
四
十
才
ま
で

t
一(
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